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山茶花大学  はじめてのオンライン開催です 
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大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
会
報
告 

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

会
長 

熱
海 

五
郎 

平
素
よ
り
、
当
協
議
会
の
活
動
に
ご
協
力
、
ご

参
加
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
度
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
当
協
議
会
活
動
も
中
止
の
事
業
が

多
く
、
満
足
な
活
動
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年

度
事
業
も
可
能
な
限
り
実
施
し
、
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

令
和
３
年
度
総
会
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
に
お
集
ま
り

い
た
だ
い
て
開
催
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

代
議
員
の
皆
様
に
よ
る
書
面
評
決
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
、
令
和
２
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
、
規
約
の
改
正
、
令
和
３
年

度
事
業
計
画
（
案
）
・
収
支
予
算
（
案
）
、
役
員

の
改
選
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
承
認
、
賛
成
で
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
長
職
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
も
私
、
熱
海
が
継
続
し
て
行

っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
２
年

と
な
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

令
和
３
年
・
４
年
度
役
員
（
任
期
２
年
） 

会 
 

長 
 

熱
海 

五
郎
（
大
代
南
） 

副 

会 

長 
 

藤
原 

昭
雄
（
大
代
東
） 

同 
 
 
 
 

米
澤 
 

彰
（
大
代
北
） 

 

総
務
部
長 
 

平
山 

 

勇
（
大
代
南
） 

〇
同
副
部
長 

 

鈴
木 

 

寛
（
大
代
中
） 

 

地
域
づ
く
り
部
長  

木
村 

好
男
（
大
代
中
） 

同
副
部
長 

 

田
村 

昭
男
（
大
代
南
） 

 

学
習
活
動
部
長 

 
 
 

我
妻 

七
男
（
大
代
中
） 

同
副
部
長 

 

我
妻 

勝
治
（
大
代
東
） 

 〇
生
活
安
全
部
長 

 
 

齋
藤 

元
幸
（
大
代
東
） 

〇
同
副
部
長 

 

小
野 
雄
一
（
大
代
西
） 

 

〇
広
報
部
長 

 

遠
藤 

雪
江
（
大
代
東
） 

〇
同
副
部
長 

 

九
矢 

達
夫
（
大
代
南
） 

 

監 
 

事 
 

後
藤 

重
子
（
大
代
西
） 

同 
 
 
 
 

齋
藤 

尚
子
（
大
代
南
） 

 
 ※ 

〇
の
方
が
新
し
く
就
任
さ
れ
た
方
と
な
り

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
よ

う
役
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。 

白
熱
の
子
ど
も
コ
マ
大
戦 

６
月
５
日
（
土
）
に
、
大
代
地
区
公
民
館
に

お
い
て
、「
子
ど
も
コ
マ
大
戦
ｉ
ｎ
大
代
地
区
公

民
館
場
所
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
（
１
ペ
ー
ジ
目

に
関
連
写
真
） 

             

今年は密集・密接を避けるために、勝負の様子

をモニターに映して観戦しました。 
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昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
実
施
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
は
、

多
賀
城
市
の
３
つ
の
公
民
館
（
中
央
・
山
王
・
大

代
）
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

大
代
地
区
公
民
館
が
最
初
の
開
催
で
、
株
式

会
社
岩
沼
精
工
さ
ん
を
講
師
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
作
し
た
金
属
コ
マ
を
使
っ
て
対
戦
を
行
い
ま

し
た
。 

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
４
人
の
子
た
ち
で
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
見
事
優
勝
し
た
の
は
、

佐
藤
啓
翔
（
ひ
ろ
と
）
君
、
準
優
勝
は
遠
藤
幹
己

（
も
と
き
）
君
で
し
た
。 

        

 

    

優
勝
・
準
優
勝
し
た
２
名
に
は
、
賞
状
と
岩
沼

精
工
さ
ん
か
ら
「
金
の
コ
マ
」
、
「
銀
の
コ
マ
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
８
月
７
日
に
山
王

地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
る
決
勝
大
会
の
チ
ケ
ッ

ト
も
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
大
代
地
区
公
民
館
代

表
で
行
く
２
名
へ
の
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
コ
マ
を
何
分
間
回
せ
る
か
を
競
う
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
も
行
い
、
優
勝
は
４
分
31
秒

回
し
た
宍
戸
柊
哉
（
し
ゅ
う
や
）
君
で
し
た
。 

令
和
３
年 

 

春
の
叙
勲
（
大
代
関
連
） 

瑞
宝
単
光
章  

防
衛
功
労 

元
三
等
陸
尉 

遠
藤  

仁  

さ
ん 

（
大
代
東
区
） 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年 

⑥ 

大
代
地
区
に
も
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
今
年
で
10
年
を
迎
え
ま

し
た
。 

先
月
に
引
き
続
き
、
大
代
西
区
の
星
町
内
会

長
か
ら
の
お
話
を
基
に
、
震
災
を
振
り
返
り
ま

す
。 

 
*** *** *** *** ***

 

 

（
先
月
号
か
ら
の
続
き
） 

塩
竈
市
内
で
は
３
月
末
で
学
校
の
避
難
所

（
浦
戸
を
除
く
）
が
閉
鎖
さ
れ
、
各
学
校
は
授
業

開
始
に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
こ

の
間
の
教
職
員
の
献
身
的
な
働
き
に
は
頭
が
下

が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

大
震
災
か
ら
10
年
が
立
ち
、
物
的
な
面
で

の
復
興
は
終
了
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
人
々
の

心
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
代
西
町
内
会
で
も
、
避
難
所
ま
で
、
徒
歩
に
よ

る
避
難
が
難
し
い
高
齢
の
方
が
増
え
て
お
り
、

津
波
や
大
雨
に
よ
る
浸
水
に
ど
の
よ
う
に
備
え

る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
誰
も
が
安
全
に
避

難
で
き
る
、
避
難
タ
ワ
ー
の
よ
う
な
も
の
の
設

置
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。 

  
*** *** *** *** ***

 

 

今
月
号
ま
で
６
回
に
渡
り
、
震
災
当
時
の
お

優勝した遠藤啓翔君（中央） 

左は岩沼精工の千葉社長、右は及川公民館長 
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話
を
伺
い
な
が
ら
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
震
災

か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
新
聞
等
で
震
災
関
連
の
報
道
が
多
く
な

さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
に
、
自
分
の
命
や
大
切
な

も
の
を
守
れ
る
よ
う
に
、
日
々
の
備
え
と
災
害

発
生
時
の
適
切
な
判
断
・
対
応
が
必
要
で
す
。
ご

家
庭
で
も
避
難
方
法
や
連
絡
手
段
の
確
認
を
常

日
頃
か
ら
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
大
代

公
民
館
に
は
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
掲
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
来
館
時
に
は
目
を
通
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

広
報
部
長
就
任
の
ご
挨
拶 

 

広
報
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
遠
藤
雪
江

と
申
し
ま
す
。
前
任
の
佐
藤
聰
子
さ
ん
に
代
わ

り
、
令
和
３
年
度
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

 

佐
藤
聰
子
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
広
報
部

長
を
務
め
ら
れ
、
東
日
本
大
震
災
後
も
継
続
し

て
広
報
『
ふ
れ
あ
い
』
の
大
代
全
戸
へ
の
発
行
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
421
号
ま
で
継
続
し

て
発
行
で
き
て
い
る
の
も
、
前
任
の
聰
子
さ
ん

の
力
は
非
常
に
大
き
い
も
の
で
す
。 

ま
た
、
長
年
副
部
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
齋

藤
義
幸
さ
ん
も
前
年
度
で
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

齋
藤
さ
ん
に
も
記
事
の
編
集
や
印
刷
・
配
布
に

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
滞
り
な
く
広
報
『
ふ
れ

あ
い
』
を
届
け
る
こ
と
に
多
大
な
貢
献
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
お
二
人
の
長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

広
報
部
は
、
私
を
含
め
、
新
し
く
九
矢
達
夫
さ

ん
を
副
部
長
に
迎
え
、
４
人
態
勢
で
運
営
し
て

参
り
ま
す
。
大
代
地
区
の
魅
力
あ
る
記
事
の
発

掘
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
記
事
の

投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
３
年
・
４
年
度 

広
報
部
員
（
任
期
２
年
） 

部 
 

長 
 

遠
藤 

雪
江
（
大
代
東
） 

副 

部 
長 

 

九
矢 

達
夫
（
大
代
南
） 

部 
 

員 
 

白
濱 

宣
子
（
大
代
東
） 

部 
 

員 
 

小
野 

総
子
（
大
代
西
） 

熱
中
症
に
注
意 

 

６
月
16
日
（
水
）
に
表
紙
で
も
紹
介
し
ま
し

た
２
回
目
の
山
茶
花
大
学
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
行
っ
た
講
座
は
、「
元
気
に
夏
を
過
ご
そ

う
～
熱
中
症
と
水
分
補
給
～
」
の
タ
イ
ト
ル
で

熱
中
症
の
仕
組
み
と
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。 

 

講
師
は
大
塚
製
薬
株
式
会
社
の
大
島
先
生
で
、

当
初
は
公
民
館
に
お
招
き
し
て
実
施
す
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
今
回
は
、
会
社
と
公
民
館
を
繋
い
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
山
茶
花
大
学

と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
受
講
者

の
反
応
も
よ
く
、
今
後
も
活
用
で
き
る
と
感
じ

た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。 

 

近
年
は
、
早
い
時
期
か
ら
気
温
が
高
く
な
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
関
東
や
九
州
な
ど
で
は
、
30

度
を
超
え
た
日
も
す
で
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
で
も
水
分
は
常
に
体
か
ら

出
て
い
て
、
め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き
を
感
じ
た
ら

（
で
き
れ
ば
感
じ
る
前
に
）
こ
ま
め
な
水
分
補

給
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
水

分
と
一
緒
に
塩
分
も
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
だ

そ
う
で
す
。 

今
後
暑
い
日
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
と
、
自

宅
に
い
る
こ
と
が
多
い
方
で
も
熱
中
症
の
リ
ス

ク
は
高
く
な
る
の
で
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
も
活
用

し
、
適
切
に
水
分
を
補
給
し
な
が
ら
今
年
の
夏

も
乗
り
切
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 
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